
いじめ対応マニュアル 

⾼知市⽴⾼須⼩学校 いじめ対応マニュアル 
「いじめられている児童を必ず守る︕」そして，「事実関係の把握は迅速かつ正確に︕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「いじめへの対応は，スピードが⼤切︕」しかし，「拙速な対応は事態を悪化させる︕」 

①いじめの発生 

 

②早期発⾒ 

 

③管理職への報告 

 

 

 

④情報収集 

 

⑤事実確認 

 

⑥指導方針検討 

 

⑦保護者対応 

 

⑧特別な指導 

 

⑨⼈間関係の修復 

 

⑩学級に対する指導 

 

⑪指導後の状況把握 

① 
いじめとは，

「子どもが一定

の人的関係のある他の児童が

行う心理的又は物理的影響を

与える行為(インターネット含

む)であって，児童が心身の苦

痛を感じているもの」
である。 

 「強い・弱い」等の印象や子

どもの様子，回数にとらわれ，

表面的・形式的に行わず，いじ

められた子どもの立場に立っ

て行う。 

教育委員会へ報告 

⑥ 
事実確認をもとに事実を確

定する。 

・いじめ対策委員会で指導方

針を決定する。 

・教職員が情報を共有し，今後

の指導の進め方について共

通認識を持つ。 

⑧ 
いじめた児童に，自分の行為

を振り返らせ，いじめの問題点

を理解させる。 

・いじめられた児童の気持ち

を理解させる。 

・いじめた児童が自己存在感

をもつことができる指導を

実施する。 

② 
いじめが疑われる言動を目撃 

・子どもや保護者からの訴え 

・アンケートからの発見 

・日記や連絡帳からの発見 

・同僚からの情報提供 

・地域からの情報 

④ 
当該児童にかかわりのある全

ての教職員から情報収集する。 

・具体的な事実をできるだけ詳

しく，時系列で整理する。 

・具体的事実と周辺情報を区別

する。 

⑤ 
個別に行う。 

・記録に残す。 

・児童の力関係等に配慮する。 

・威圧的な態度等はとらない。 

⑦ 
児童の家庭での状況を丁寧に

聞き取る。 

・事実確認で把握した状況を丁

寧に説明する。 

・学校は「いじめを許さない」と

いう強い認識を伝える。 

・学校の指導方針を説明する。 

⑨ 
謝罪の場等を持つことにより，

いじめられた児童や保護者の気

持ちを，いじめた児童や保護者に

伝えるとともに，今後よりよい人

間関係が構築できるよう支援す

る。 ⑩ 
いじめは学級の全体の問題

として指導する。 

・教職員が本気で取り組んでい

く姿勢を示す。 

・いじめを許さない集団づくり

に向けた話し合いを深める。 

⑪ 
日常の状況把握を積極的に行

う。 

・Ｑ－Ｕや友だちアンケートを

行う。 

＜いじめ防止対策委員会＞ 

③
 いじめが疑われる言動を発見

したら，児童の安全を確保した上

で，即座に管理職に報告する。 


